
長期休業中の職員動向のGoogleスプレッドシートによる一括管理

長沼町立長沼中学校校務①

個人入力用
(個人＋管理職共有）

一覧表
（職員全員共有）

プルダウンで入力

長期休業中の職員動向の提出にスプ
レッドシートを活用しています。ペーパー
レス化を図ることはもとより、職員同士の
動向を全職員が常に共有することができ
ます。長期休業中に変更をかける場合に
も、個人入力用に本人が変更をかけるこ
とで、動向一覧表へと反映されます。
時間・場所を問わない形で職員の動向を
管理することができるため、それぞれの職
員の状況を休暇中であっても常に最新の
情報を把握することができます。



進路情報の展開にGoogleサイトを活用

長沼町立長沼中学校校務②

中学校での進路指導情報をGoogleサイトを活用して提供しています。また、
本年度からの北海道立高校のWeb出願にも対応できるようにしています。生
徒・保護者がいつでも・どこでも進路情報を閲覧できるようにするとともに、
過去の進路情報などの確認もできるようにしています。
また、本校生徒が志望している各校のオープンキャンパスへの申込みや、
ホームページへのアクセスができるよう、本サイト内にリンクページをつくるこ
とで、生徒や保護者が最小限の手順で情報を取得できるようにしています。

オープンキャンパス情報は日時・場所と申し込み用のURLを添付しています



授業研の充実に向けたGoogleチャットの活用

長沼町立長沼中学校研修①

生成AIの活
用による参
観者の声の
まとめ

授業研を参観中、各先生は
気づきをチャットに逐次入力
し、授業終了後すぐに生成AI
で内容を分析することで、全
体交流に代えています。出来
上がったレポートをもとに、各
先生は個の課題と向き合いな
がら、授業の振り返りに入りま
す。全体交流の時間をカットし、
全体の時短と研修内容の深
化・充実に取り組んでいます。

全体交流の時間を
大幅にカット

「個に応じた研修」の充実



町内施設の利用計画の共有

長沼町立長沼中学校校務④

本校は、令和9年度開校予定の義務教育学校の校舎建築のため、１０月から体育館が
使えなくなりました。そこで、日常の体育の授業や集会活動、儀式的行事、部活動等は、
町内のスポーツセンターや小学校・高校の体育館を借用しています。
多くの機関との連携の中で利用予定を整理するために、Googleスプレッドシートを
活用して、各機関の状況と本校の利用希望を共有しています。この方法は、複数の機関
との連携・調整が必要な場合に、大変有効な方法であり、他の場面でも活用しています。

中学校で入力 小学・高校で入力ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰで入力

予
定
に

反
映



入学説明会資料のサイトでの展開（Googleアプリの活用）

長沼町立長沼中学校

次年度の新入生説明会の
出欠確認フォームや、入学説
明会の資料のPDFを専用の
サイトを立ち上げて、二次元
コードから入れるようにして
います。
入学までの諸連絡や、追加
連絡についてもこのサイトで行うことで、入学前に別文書を配布
することもなくしています。入学説明会資料はペーパーレスで提
供するなど、広くDXを進めています。

校務⑤



義務教育学校開校に向けたHP作成（Googleサイトの活用）

長沼町立長沼中学校校務⑥

前期課程のホームページに移行 後期課程のホームページに移行

義務教育学校のホームページに移行

長沼町では令和９年度の義務教育学校開校に向けた準備を進めています。その一環
として、もともと各校で運用していたホームページをGoogleサイトに移行し、義務教育
学校開校準備のサイトも新設して、リンクする形をとりました。
【メリット】  ①開校の準備の状況を内外に発信する媒体ができること。

②開校時には、大きな作業を要することなく義務教育学校のホームペー
 ジに移行できる、小・中の混乱も最小限にとどめることができること。
③小学校のホームページは前期課程、中学校のホームページは後期課程

 にそれぞれスムーズに移行し、リンクがそのまま活用できること。



長期休業中の生徒の学習・生活管理（Googleスプレッドシートの活用）

長沼町立長沼中学校授業①

個人入力シート

確認シート

教師確認シート

各項目に日々入力

入力日数表示から個別の状況を判断 個人の教科別取組割合を表示

教員からのﾒｯｾｰｼﾞ

入力内容反映

長期休業中、生徒に端末を持ち帰らせて、日々の学習・生活の状況をスプレッドシート
で把握しています。日々の入力を生徒が行うと、学習・生活の自己評価の平均や、学習
した教科の学習時間に対する割合が確認シートに表示されるようになっています。
また、入力の状況は、教師側で常に確認できるようになっています。自己評価を行っ
た日数がカウントされ、一覧で表示されるので、それを参考に計画表の活用状況を把握
することができます。いつでも教員からのコメントが入力できるため、状況に応じて生
徒とコミュニケーションをとりながら、休業中の生活を見守っています。



情報処理能力の活用を意図した社会科の授業実践

長沼町立長沼中学校授業②

理・分析を行い、まとめまで生徒が主体となって取り組んでいきます。これまで、共通の
ﾜｰｸｼｰﾄや板書によるまとめを整理していた授業とは大きく異なり、一人一人の学びに
よるまとめ（表現）を積み重ねることで、情報の収集、課題の解決の仕方、整理・分析の
仕方などを他者参照しながら自分に合った学びを、模索しながら獲得していきます。

情報収集

情報収集

まとめ（表現）

まとめ（表現）

情報整理・分析

個の見方・考え方

個の見方・考え方

情報整理・分析

中学2年社会科の実
践では、全体の課題に
対して、生徒一人一人
がめあてを設定し、そ
れぞれが自らの課題
を追究しながら授業を
展開しています。まず、
教科書や資料集、教師
が用意したデータベー
スやネットと様々な媒
体から情報収集を行
います。そして、自分
の課題解決と向き合
う中で、自分なりの見
方・考え方をもとに整



学習活動支援ソフト等を活用した保健体育科の授業実践

長沼町立長沼中学校授業③

学
習
課
題

個
人
の
め
あ
て

模範映像
のデータ
ベース

前時の自分
の映像

前時の他者
の映像

撮
影
・分
析

改
善
・実
践

映
像
比
較
で
自
分
の

変
容
を
把
握

学
び
・変
容
を
実
感

端末を活用し、他者参照・自己内参照・模範映像へのアクセスをいつでも何度でも

中学１年保健体育科の実践では、マット運動の授業で、学習課題に対して、生徒一人一人
が自分の目指す技を決め、模範映像を手本に学習を進めていきます。個のレベルに応じ
た映像をデータベース化することで、生徒は自分に必要な手本のみを、必要に応じて、い
つでも何度でも見ることができます。また、現在の自分の様子を撮影することで、模範映
像や他者、更に過去の自分の映像と比べることができます。その結果、改善のポイントを
明確にしたり、取組の充実度を上げたりすることにつながります。自分と対象と比較が容
易にできることで、生徒自身が自己の学び・変容を実感できる授業となっています。



学習活動支援ソフト等を活用した音楽科の授業実践

長沼町立長沼中学校授業④

全体の課題に対して、個人のめあてを各自が設定
→個の学びの設定

全体の流れを最初に提示
→個人で見通しを持ち、タイムマネジメントも行う

学習形態は自分で選択→自分に合った学び方
課題は録音して提出→自分のベストを提出

中学１年音楽科の実践では、全体の課題に対
し、生徒一人一人が個のめあてを設定し、提示
された流れに沿って、自分の学びをマネジメン
トします。学び方、学習形態、場所等も自分で
選択します。教師の役割は、全体の流れを調整
することや、生徒同士の学びをつなぐことが
中心になります。演奏を録音して提出すること
で、生徒全員が取り組む時間を均一化できま
す。また、教諭が評価する際は、いつでも、何
度でも聞くことができます。

廊下 教室

教官室

「学び方」、「個か集
団か」、「場所」も生
徒自身が自分の学
び似合ったものを
自分で決める。

端末で状況把握



自分の課題と向き合い、情報収集、整理・分析からのまとめを自分に合わせてｶｽﾀﾏｲｽﾞ

長沼町立長沼中学校授業⑤

＜考察＞
これまでの授業では、教師の思いの詰まっ
たワークシートが準備され、ワークシートに提
示された展開に応じて、情報をまとめ理解して
いく授業が多く見られます。しかし、個に応じた
多様な学びに対応した授業展開を構築する
上では、画一型の学びでは実現が難しいで
す。そこで、本時の課題に対する自分の課題
（めあて）を個別に設定し、自分の学び方、
理解の仕方に合わせて、情報収集、整理・分
析の方法をそれぞれの考え方でカスタマイズ
して、取り組む授業を展開しています。このと
き、教科書は情報収集のスタートであり、また
万能な情報源として生徒は活用していきます。
個人の課題を解決するために必要な情報を
収集し、それらの情報を整理・分析しながら、
自分の考察を深めていく過程は、一人一人
千差万別です。
実際のまとめ方は、生徒それぞれの学び方、
理解の仕方が反映されるため、類似するめあ
てを設定した生徒同士でも内容が大きく異な
ります。Googleスプレッドシートやスライドで、
他者参照をすることで、これらの情報共有も
常に行われ、自然発生的な学び合いも引き
出すことが可能になります。
こうした学習活動を繰り返しながら、情報活
用能力の向上に取り組んでいます。

情報収集、
整理・分析
のポイント
は答えでは
なく、考え
るヒント・観
点を与える。

共通のワークシートではなく自分の考え・見解でまとめる

教科書は最大の情報源 グラフや図を関連づける

重要語句を整理

情報収集、整理・分析の方
法を与えられるのではなく、
自分の学び方、理解の仕方
に合わせてｶｽﾀﾏｲｽﾞする。

全体の課題を
受けて個人の
めあてを設定



生徒一人一人の学びの状況を見取るための工夫

長沼町立長沼中学校授業⑥

＜考察＞
これまでの教師による机間巡視を中心とす
る生徒の学習状況の見取りでは、適切なタイ
ミングでのサポートが難しく、活動が停滞して
しまう生徒が散見されます。そこで、授業の中
で、Googleスプレッドシート、スライドなどを
活用し、常に状況を端末で確認することで、
必要なサポートを可能にする仕組づくりを行っ
ています。
生徒の学習状況に対する適切なサポートを
充実させるために、以下の点を強調している。

①生徒からの申告を可能にする。（スプレッ
 ドシートのプルダウンメニューを用いて、学
習状況も伝えられる）

②教師側がシンキングサイクルに沿って授業
を構築することで、どの段階でつまづいてい
るのかを把握できる目を持てる。

③教師が課題を指摘するよりも、生徒の気づ
 きを大切にする。そのために、ゴールから逆
算し、何度も前の過程に戻ることを繰り返
しながら、精度をあげさせる。

シンキングサイクルが、教科や単元を問わず、
あらゆる物事を学ぶ基本的なシステムという
視点から授業を構築することで、「その単元で
しか通用しないサポート」ではなく、いつでも、
何度でも活用するサポートを繰り返すことが、
生徒の学びの安定にもつながると考えます。

生
徒
が
見
通
し
を
持
て
る
授
業
の
流
れ

机間巡視を中心とした見取り
適切なタイミング
でのサポート難

スプレッドシートやス
ライドを活用した学習

活動の展開

即時の適切な関わりで学習を停滞させない

常に生徒一人一人の学
習状況（進度・取組内
容等）を把握し、適切
なサポートを展開

生徒自身からの申告
（学習状況・サポート
要請）を把握し、適切
なサポートを展開。こ
の情報を元に生徒同士
の学び合いも同時進行
で発生する。



いつでも、どこでも、何度でも、誰とでも～自己の学びを広げる授業改善①～

長沼町立長沼中学校授業⑦－１

＜考察＞
題材：器楽 ｱﾙﾄﾘｺｰﾀﾞｰでｱﾝｻﾝﾌﾞﾙを楽しもう
従来の端末活用のない一斉授業では、①
生徒は、全体の流れに合わせた同一の活動
をしなければならず、②活動の形態・方法も
提示されたものを一斉に行い、③発表会形
式での評価は、該当者以外の活動が止まっ
てしまうなどのデメリットがありました。
こうしたデメリットを、端末を活用することで、
改善を試みました。

改善のポイントは、以下の４点です。
①授業開始時点で、課題・授業の流れを全

 て提示し、生徒個人に課題と向き合った個  
人のめあてを設定させる。

②課題を達成した自分のイメージを持たせた
 上で、そのために必要な学習過程のマネジ
 メントを行わせる。
③学習活動に必要なデータへのアクセスは自

 由。学習形態・方法も個人で設定し、活
 動場所も問わない。
④一斉指導の中での発表とはせず、録音にし

 て提出したものを評価対象とする。

大きな変化は、個人の課題に応じて何度も
練習を繰り返す生徒の姿でした。必要な部分
の映像や音源を何度も繰り返したり、仲間に
教えてもらったり、教員に尋ねたりと生徒一人
一人が個の学びと向き合う姿がありました。

従来の器楽の授業の流れ

全体
課題

一斉活動
活動内容・方法 学習形態を指定

発表会
（評価）

一 斉 授 業

個の課題、個の学びと向き合えない

端末の活用
改善のポイント

① 全体課題＋個人の課題

② 個人で学びをﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

学びのゴール（全体課題）は同じで
も、深さ（個人の課題）は別

個のめあてを達成した自分に向け
た学習活動をマネジメント



いつでも、どこでも、誰とでも～自己の学びを広げる授業改善②～

長沼町立長沼中学校授業⑦－２

与えられた活動を何も考えずに受け入れる受
動的な授業から、自ら課題と向き合い、学び
を創造する活動が広がってきています。
教員は、常に各生徒の活動状況を端末を
活用しながら把握し、必要なアプローチを続
けます。また、全体への指示や助言が必要と
判断した時は、タブレット上で連絡をする形を
とっています。これは、①大きな音が出る中で
の活動となるため指示が通りにくいことと、②
指示を必要なタイミングで生徒が確認できる
ようにすることを意図しています。生徒は自分
の判断で、廊下や教官室でも練習をしている
ため、教室以外の場所で活動する生徒にも
同様の指示を伝える手段にもなっています。
また、従来は評価のための演奏は、他の生
徒の活動を止めた中で行い、また、最初と最
後の生徒では、練習時間の差が生じるなどの
課題がありましたが、録音したものを提出させ
ることで、生徒自身が納得したものを提出で
きることや、過度の緊張がストレスになる生徒
への配慮にもつながっています。録音されてい
るため、教師側もいつでも、どこでも評価をす
ることができることになり、何度も聞き返すこと
も可能になります。
録音することで、生徒自身も今日の成果や
過去の比較が容易になり、自分の学びを実
感できる授業となっています。

③ いつでも、どこでも、何度でも、誰とでも

必要なﾊﾟｰﾄを
何度も参照

「誰」と「いつ」も
自分で選択

端末を使わない
のも選択肢の1つ

学び方（場所も含めて）を自分の学びに合わせて選ぶ

④ 録音をして評価物が完成

納得できるものを提出可能

発表のプレッシャーを削減

活動時間はみんな同じ

教師の評価もいつでも、どこでも、何度でも
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